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持続可能性教育としての日本語教育の学習のデザイン  
一類個の育成岬  
岡 崎 敏 雄  
1。はじめに 一人間生態系を形作るものとしての頬個聞   
（1）生態学的リテラシー   
グローバル化の下にある世界，すなわち人間生態系における急激な変動によ  
って，これまで用いられてきた言葉とその内実がずれている。言語生態と人間  
生態のつながりが揺らいでいる。   
また，全体として人間の生活が自然との直接的な接触から離れて都市生活中  
心となり，さらに，本来，人と自然がつながる農までもが工業化されてしまっ  
ている社会の下で，人間生態系と自然生態系のつながりが希薄化している。そ  
のため人間生態系の仲立ちとしてある言語生態系もまた，全体として自然生態  
系から乗離している。   
このような状況を前に，言葉と人と自然の間のつながりが十分生きたつなが  
ヤとして働く状態，つまり言葉，人，自然のあり方の良さが良好な状態，「言  
語・人間・自然生態系のトータルエコロジー」を目指すのが生態学的リテラ  
シーの育成である。   
生態学的リテラシーとは，言語，人間，自然相互間のトータルエコロジーの  
育成を目指す能動的認識・実践過程を通して，生態学的世界認識，生態学的行  
動基準．／／生き方，生態学的人間関係，生態学的アイデンティティー，生態学的  
意志が，認識・実践両面で相互に密接な関係を形成しながら螺旋的に統合され  
形成されていくリテラシーである。「螺旋的」とは，同じ地点に繰り返し立ち  
より高い次  戻りながらも，その過程で新たなつながりを形作ることを通して，  
元，より広い視野に進んでいく形である。   
（2）生態学的リテラシーの一つの次元を形作るものとしての類個   
生態学的リテラシーは，類個のリテラシーおよび宇宙・生命個のリテラシー  
の2つの次元より成る。このうち類個のリテラシー とは，個人としての側面と   
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その個人が人類の一員であるという側面との間の幅を形作るものの見方，感じ  
方，考え方をなすリテラシー である。端的には，個人としての自己の生き方が  
躯見て，どのような位臥こあるかを捉  
え返しながら，世界，生き方，人とのつながり，自分についての見方，感じ方，  
考え方を形作っていくリテラシーである。   
類個のリテラシー は，個人を起点として人間生態系，自然生態系にわたる多  
面・多次元のつながりを認識することを手掛かりとし，行動基準・生き方，人  
間関係，アイデンティティー，意志をつなぎながら形作っていくリテラシーで  
ある。その中で人類サイズのものの見方，人類サイズの生き方，人類サイズの  
人とのつながり，人類サイズのアイデンティティー，人類サイズの意志を育て  
ていくリテラシーである。  
（3）「人間生態系を形作るものとしての頬個」の概念   
「人間生態系のつながりの中にある個」としての類個一   
類個とは，出発点としては孤立個として存在している日常生活にある個人が，  
自己を起点として，自己と人間生態系，自然生態系にわたる多面・多次元のつ  
ながりを認識することを手掛かりとし，生き方，人間関係，アイデンティティー，  
意志を紡ぎながら，個人としての自己が，同時に人類の一員でもあるという側  
面を持つ存在であり，孤立個の狭い拠点から人類サイズに生態学的に広がって  
いく個の連続態として捉えられた個である。そして同時に，個が人間生態系を  
形作るものとしての自己として形成されていく個の形である。   
従って，人間生態系のつながりの中にある個として自己認識され，また行動  
し存在する個である。  
（4）グローバル化の下で変動する世界における個   
一持続可能性教育のたどる孤立個から類個への過程－   
グローバル化による急激な変動の下で，生活の基盤をなす多くのものが根本  
的に変わってきている。人の一生には仕事があり，結婚し，子を育て，何かを  
ささやかながら成し遂げるために努力をすればそれだけ充実する。またそこそ  
こ食べていくことができ，一応住むところもある。世界，日本の国内でもこの  
ような当たり前の事柄が充足できないという事態が数多くの人に現実のことと  
なっている。その下で「生きていく」という形は一体どうなっていくのかとい  
う問いが浮かび上がってくる。その中に「出発点としての個」がある。それと   
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共に「自分とは一体何なのか」という問いが伏在している。   
持続可能性教育を本論では，何年か後に就職という入り口を通って社会に出  
て行く人を学習者として，考える。これらの人の場合，ごく直近の未来に日を  
向けると，「自分とは何なのか」という問いは一気に現実味を帯びてくる。国  
によっては，就職の面接に当たって「自分とは何なのか」という問いについて  
応募書類に書いて提出することが求められる国，例えば日本がある。そのよう  
に直接的にではない場合にも，これから先社会に出て，自分はどのように生き  
て行くか，またそれに向けてどのような学習にあるいは生活に専念するかを考  
えることは，漠然とにせよ存在する。そして，この先どのような生活を送り，  
そこで何を実現するかなどの問いは，その背後に自分とは何なのかという問い  
が背在しており，雇用の入り口である就職が直前に迫ってくるにつれて，この  
間いは大きな重みを持って迫ってくる。   
多くの国々において，グローバル化の下で国際競争力の強化という社会的要  
請に基づいた即戦力養成のための専門化・細分化されたカリキュラムの中で，  
競争力強化あるいはその要請が強くなればなるほど専門に関する知識内容は高  
度なものとして要求され，そのための学習に多くの生活を割くことになる。そ  
の一方で，なぜそのような専門の方向に自分が進むのか，自分はそれに向いて  
いるのか，あるいはそれを通じて何を実現したいのかということについて，あ  
るいはその先の長い人生コース，ライフコースにわたって生き方を考える時間  
や，そのためのカリキュラムは削減されている。世界的にもリベラル・アーツ  
教育や教養教育の縮小・後退に伴って，それらについて多くの時間や思考空間  
を持つことが難しくなっている。その中で特に若年層を中心に進んでいる雇用  
の流動化の中で，また国によっては大学生の急激な増加によって，あるいは景  
気の動向によって，就職雉が世界中で進んでいる。すなわち専門教育が終わり  
に近付いたところで就職への準備が始まると共に，そこでどう生きるかを考え  
いとま る暇もなく，競争が激しくなる社会の真っ只中に突入して行くことになる。そ  
の中で「自分とは何か」に関する答えを十分に持たないまま社会に飛び出して  
行くことになる。あるいは場合によっては，就職に際しての書類の準備や面接  
の中で，何となく自分はこういう人間であるという就職向けのアイデンティテ  
ィーを仮にでも形作りながらその中をたどって行く。   
そのようにして過ごす就職活動時期，そこを何とかしのいで過ごし，就職ま  
でたどり着くというのが多くの国の若者の現実だと言えよう。その結果，実際  
に仕事に就いて猛烈に忙しい日々が来ると，「自分をしっかり持ち，自分の在   
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り処を見定めて生活するということが本当に難しくなる」（経験者談）。そのよ  
うな生活の中で出来上がっていくのが，「時間軸では直近の月日と，少し前の  
塾圭，妙嘩牽から成る時空」の中にある自分というア  
イデンティティーの状況（つまり自分とは何かの状況）である。一言で言えば，  
自己は「非常に狭い所に立っている」と言える。ただ「そこが狭い」のは，好  
きで狭くしてきたのではない。広げる暇がなかったというところが実情であろ  
う。   
「狭い」地点に立って，場合によっては，就職後の厳しい状況の中で転職へ  
の揺れを多くの国々の若者が経験している中で，この揺れをやり過ごすのは大  
きな賭けに近いと言えよう。大学の専門課程が始まる前のほんのわずかの間に  
何となくおぼろげに考えたことを手掛かりに打ち立てたこの「狭い」地点で答  
えて行くという作業で，その後の人生構図が予期せぬうちに全く変わってしま  
うこともあり得る，という非常に厳しい状況に置かれていると言えよう。   
これらの状況を十分承知した上で，自分が立っている狭い地点が世界のどの  
ような動きの中にあり，またそこに世界の事柄，モノ，人のつながりがどのよ  
うに広がっているのかをたどることで，そして，その中に自分とのつながりを  
見出して行くという手探りの過程，それが持続可能な生き方を追求する教育，  
持続可能性教育の目指す出発点である。   
その下で，「これが世界」と「これが自分」と今まで狭くとらえて来たもの  
を，「実はグローバルサイズで人のつながりとモノのつながりのある世界」で  
「実はそのようなつながりを現実にも，心の中にも形作って生きている自分」  
という広がりを持ってとらえ，生を形作っていくあり方を考えるのが，持続可  
能な生き方追求の教育の鵬つのありようである。   
すなわち「狭く」とらえられていた世界にある些重埋を，世界を形作るコト，  
モノ，人のつながりを紡いでいくことで，「狭く」形作られている自分をその  
ような人類サイズの広がりを持ったつながりの世界を形作る墾但として，新た  
に自己形成していくという過程が持続可能性教育の過程だと言える。   
本稿は，以上のような把握に基づき，持続可能性教育としての日本語教育に  
おける類個の育成のための学習のデザインの具体的な形態について論ずる。  
2．類個の育成のための学習のデザイン   
類個の育成の過程をたどるための学習のデザインは以下のものである。   
持続可能性教育としての日本語教育の学習のデザイン  
一類個の育成－  
（1）自己のrelevancepointのネットワークの拡大  
（2）類個の連結性の認識の形成のデザイン  
（3）類個の自覚のためのデザイン  
本稿ではこのうち前二者について見る。  
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（1）自己のrelevancepointのネットワークの拡大   
類個の育成の過程の第一の基盤は，「孤立個」として当初存在している自己  
という点を起点として，自己がre［evance，即ち自己との関連を感ずることの  
できるコト，モノ，人をrelevancepoint関連点としてつないでいくことで形  
作られるネットワークを紡いでいく過程である。この自己感を感ずるpointの  
拡がりが，孤立個からの自己拡大を形作っていく。これは「自己のrelevanCe  
pointのネットワーク」の拡大と呼ばれる。   
具体的なステップは生態学的世界認識のステップと重なる。言い換えれば，  
世界を専門的知見として自己とは一応切り離して捉えるのではなく，世界を「自  
己を起点として世界のコト，モノ，人のつながりを紡ぐことを通して全体的認  
識を得る」ように辿る生態学的な世界認識の過程は，同時に自己のrelevance  
point（のネットワーク），つまり自己即ちアイデンティティーの拡大の過程を  
なす。従って，次のステップをなす。   
1）自己を起点として世界を見る  
2）自己の起点にrelevanceをつなぐ（自国の同世代のグローバル化変動  
の下での雇用状況を，自己の起点との関連relevanceをたどりながら  
見ていくことでつなぐ）  
3）世界への糸口を手繰る（グローバル化変動の契機となったアジア通貨  
危機を端緒とし，その端緒と自己の起点である自国における雇用との  
つながりを改めて押さえていく）  
4）世界のつながりをつなぐ（雇用をめぐるつながりについて考え，なぜ  
世界はこう動くのかをとらえる）  
5）つながりの中にあるグローバリゼーションをたどる（グローバリゼー  
ションとは何かとの聞いの下に雇用州経済の糸口から「つながり  
の中にあるグローバリゼーション」をたどっていく。雇用の背後にあ  
る経済からつながりを見，経済面でのグローバリゼーションである貿  
易，金融，資本の自由化，国際経済機関（IMF，世界銀行，WTO）  
の任務の拡大，多国籍企業の拡大の様相を見，グローバリゼーション   
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の経済面における雇用との接点として，ネオリベラリズムの考え方や   
構造調整策あるいは国際競争力強化の下に構造化される世界をたど  
る）  
6）世界認識のための所与の情報を，あらためて自分なりに文章化してい  
く。これにより，「情報の能動化による強化」を図る  
7）「つながりの中にあるグローバリゼーション」の自国へのつながりを  
改めてたどる  
8）グローバル化の下での世界のつながり全体の広がりの中に「私」を位  
置付けてみる   
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以上の過程を手がかりに，出発点である「孤立個」としての自己を起点に，  
自己との関連が見出せる直近の内容である雇用に関する様々なコト．モノ，人  
のつながりを，近い人間関係，同窓の大学の先輩，同世代の自国の人々そして  
世界の人々についてたどる。これを通じて，雇用が置かれている経済の領域を  
媒介として，世界のグローバル化の下での変動のつながを）を見渡していく。そ  
の中で，「孤立個」の下に見えていた直近の未来と直近の人間関係によって形  
作られている「世界」（孤立世界）から，よを）広い世界を視野に入れることで，  
「より広い自己」という感覚と認識を得ていく．。そうすることで．通常見えて  
いる世界やその下での自己が，実はより広し1世界やよF）広い自己のあり方の中  
にあること，そして当初の世界と自己を自覚的に拡大していくことが可能であ  
るという実感のベースとなるリアリティーを形作っていく。  
（2）類個の連結性の認識の形成  
自己を起点としてグローバルサイズに拡がるrelevanceのネッ  上のような，   
トワークとしての世界およびその下にある「私」，という基本的な感覚に基づ  
き，その感覚を土台として，阜ヤ明確ド「個はより広い個の下にある」，すな  
わち塾重但と思われている自己が，「実は個がお互いにつながっており，より  
広い選螢をなして存在しているものである」という，広がりを持った個を体感  
していく過程が，類個の連結性の認識の形成過程である。それは次のような一  
連のデザインを辿る過程である。  
A）通底性認識のデザイン  
B）自己視座限定性認識のデザイン   
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C）「同じ釜の飯を食った間柄」性認識のデザイン  
D）雇用選択が，メンバーシップ限定，自己サイズの縮小につながること  
の認識のデザイン  
E）「持続可能な生き方」規定の漸次拡大のデザイン  
F）リスク方略の自覚化と拡大のデザイン  
G）世界の中の人のつながりの体感をベースに「人間生態系を形作る一員」   
観に向う認識の拡大のデザイン   
H）隼き方に関する問いの「広範囲化」のデザイン   
Ⅰ）世界認識の方法として，コト，モノのつながりの認識と直結して，人  
のつながりを認識していくデザイン   
J）「溜め」の概念の導入のデザイン   
K）アジア通貨危機やリーマン破綻が旦亘の雇用とつながっており，同時  
に些畳旦の同世代の若者および他の年齢層の人々に波及してつながっ  
ていることの認識のデザイン  
L）リスクを共有する人の群像を紡ぎ，自己と一連托生の存在群像として  
自己の中に位置づけるデザイン  
A．通底性認識のデザイン   
通底性認識のデザインとは，学習者個人を起点として直近の課題である雇用，  
以降のライフコースの不安定が，同世代の自国，世界の若者，人々に共通して  
いるという状況認識のためのデザインである。例えば就職，それも世界で共通  
して進んでいる終身雇用制の崩壊，非正規雇用・有期雇用の拡大の下で，就職  
から結婚，育児，家族生活，退職までの生活，さらには高齢期の生活が不安定  
なままライフコースをたどるということが同世代の自国の若者たち，そしてそ  
の外につながる世界の同世代の特に若者たちの間に共通しているという意味で  
の通底性を認識していくものである。具体的には，以下問う  
点からとらえる場を設定する。   
第一は，自分が事故に遭い，病気になった時，有期雇用つまり非正規社員の  
コースに陥る可能性があるという点では万人が共通しており，その意味ですべ  
ての人に通底していることを見る。   
以下の例を「対話的問題揺起学習」の対象テキストとして用いる。  
ユキさんは重い病気の母親との二人暮らし。大手電気メーカーの製造工場   
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で初任給20万円の会社で働き，一軒家をローンで購入，正社員として働い  
ていた。2004年，工場の中国移転のため国内の別の工場に移るように辞令  
を受けた。母親の看病があり，地元を離れることはできなかった。結局会  
社は辞めた。失業保険をもらいながら再就職先を探した。しかし，資格の  
ないユキさんに再就職先は見つからない。ハローワークに一日おきに通い  
詰める日々を過ごした。「今この会社を辞めたら先がない。しがみついて  
いこうと思ったんですけど，母のことを思うと家を離れられなくて，退職  
という道を選んでしまいました。……」   
（2007 NHKスペシャル 『ワーキングプア』取材班 ポプラ社）   
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第二に，就職後，転職への揺れを経験するという通底性を見る。国によって，  
例えば，アメリカや中国のように，転職自体を前職の経験を次のステップにす  
るという考え方の国を除いては，十分に自分の進路について考えるためのカリ  
キュラムの周意されていない即戦力養成のための専門化・細分化の下では，就  
職後，「自分にふさわしい職ではないのではないか」という揺れを多くの人が  
経験する。この転職期の揺れの乗り切り方次第では，有期雇用・非正規社員へ  
のコースに陥る可能性が通底している点を見る。   
第三に，正規社員であっても過労や精神的な病特に鬱病に陥ることが多くあ  
り，その結果次第で同じように有期雇用，非正規社員の生活が通底している点  
を辿る。第四に，このような雇用不安定下で原油高騰，食糧市場の高変動，温  
暖化，自給減少など多次元・多要因の高依存の下に食糧のリスクが広がってい  
ること，従って，多くの人が雇用不安定，食糧不安定の下のリスクの下で生活  
することで通底していることを見る。   
第五に，少数の食糧生産人口の上に，膨大な食料消費人口が上記の多次元・  
多要因に依存し，左右されて生活する「逆ピラミッド・逆三角形のバランス」  
の世界にあり，その構造化が拡大していく中で，雇用と食糧の不安定がライフ  
ラインをなし，生活していくことが多くの人々に通底している諸相を見る。   
第六に，アジア通貨危機に典型的なように，何らかのきっかけで現在出来上  
がっている貿易・資本・金融の自由化の下でのバランスが一気に短期間に世界  
の多くの人々の生活の基盤を揺るがす点を見る。「2007年8月サブプライムロー  
ンの破綻」「2008年9月リーマンブラザース破綻」など，が波状的に起こり，  
通底性の認識は一気に深まるものとなった。   
以上の事柄から，各個人が別々の条件の下で生きているように感じているが，   
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実際には，多くの人が共通のリスクの下に生きていることの認識，つまり通底  
性の認識をたどっていく。  
B．自己視座限定性認識のデザイン   
自己視座限定性認識のデザインは，世界を見ている自己の視座が特定のもの  
であることを自覚化するためのデザインである。自分が中流階級にいると感じ  
て青年期を過ごしてきた人々，特に世界全体として右肩上がりの大きな傾向に  
あった90年代までの「北」つまり欧米・日本の人々，国内の国営企業の大半が  
民営化してからの旧社会主義圏の人々にとって，今，生活の根底が大きく変動  
する中に生きている。これまで終身雇用に守られ，中流意識の下に見ていた世  
界が，実際にはすでに終身雇用ではなく，今まで見てきた世界とは大きく異な  
る現実に移行している。しかし，その移行の認識が未だ形成されていないケー  
スも多い。親の世代が示してきた生き方が，終身雇用をベースとした世界だっ  
たからである。自分の視座の下に見ていた世界が，実は終身雇用・中流という  
状況の下で出来上がって来たものであるということ，従ってその視座が限定さ  
れていることを自覚化することを目指すデザインである。   
具体的には，自分たちの直近で経験する就職を経て，社会に出た2，3年先  
輩たちの人たちが非正規雇用または有期雇用に進み，あるいは失業した人たち  
の状況をたどる。その具体的な状況を見る申で，それらの人々が，まだ中流で  
あるという自分の意識の下では見えない世界に生きていることを少しずつ追体  
験していく。同様に，日本，アジアのみならず，欧米あるいは途上国の非中流  
の人たちが感じている生活感覚一雇用が不安定であること，その下で食糧不安  
の下で生きていること－，そこに見えてくる世界が，今自分が中流の世界にあ  
って見えているものと異なっていることを体感していく。そうすることを通じ  
て，従って自己が見ている世界とそれらの人々が見ている世界両方を「複眼視」  
binocularview（ベイトソン）することをたどっていく。  
C．「同じ釜の飯を食した間柄性」認識のためのデザイン  
ひとごと  世界で起きていることを，「他人事」として感じる感覚から出発して，少し  
ずつ，それらが自己に関連relevanceのあることという感覚をつないでいくこ  
とが，類個の嘩避埋をたどる重要部分をなす。「同じ釜の飯を食した間柄」性  
認識のためのデザインは，人々の現状に関する以‾Fのような具体的な事例をた  
どることで，「実は自分と同じ所から出発した人々が作り上げている世界」と   
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いう意味で「同じ釜の飯を食した間柄」性というものを丹念に紡いで世界を見  
ていくデザインである。具体的には，以下の人々をたどっていく。   
第一に同窓の先輩。第二に同世代の同国人。第三に同世代の年齢の他国人。  
第四に同世代の同一大学の留学生。   
第五にかつて中流だったが今は生活が不安定化している自国，他国，例えば  
アメリカ，日本，途上国の人々。第六に，特にこの途上国の人々の場合，かつ  
ては自由農民だった人で今は土地を失って流民化している人たちの事例。  
D．雇用選択が，メンバーシップ限定・自己サイズの縮小につながることの認  
識のデザイン   
例えば，自分が直近で直面している就職に当たって，非正規雇用がもたらす  
結婚の遅れや育児，家庭生活での不安定性，親への庇護の長期化など，ライフ  
コースが不安定となるということを予測した上で，「非正規社員の道を選ばな  
い」という雇用選択をした場合，「非正規雇用」は自分のアイデンティティと  
して存続しなくなる。その帰結として非正規雇用の人々との人間関係は事実上  
希薄になる。また自己の行動規範もまたそれらの人々を念頭に置かないものに  
なるという可能性が広がっていることを認識することを目指すものである。   
すなわち雇用についての一つの選択をすることで，アイデンティティーや人  
間関係，行動基準，さらには社会を狭めて生きていくことに対する危険性があ  
ることを改めてとらえ返すことによって，自己の生き方を，孤立個，すなわち  
多くの人々とのつながりが切れていく可能性のあるものとして捉えなおす。さ  
らに，その延長線上で正規雇用でも，総合職と一般職，技術職と事務職など，  
つまり雇周選択，その分，孤立化した生き方に陥っていく可能性のあることを  
自覚化し，それを克服していくための基盤とするデザインである。  
E．「持続可能な生き方」規定の漸次拡大のデザイン   
グローバル化する世界の変動の下では，様々な点で持続可能な生き方が必要  
のあるものとして浮かび上がっている。その場合，最も直近でリアリティーを  
もってとらえられる，従って自己を起点として考えられる持続可能な生き方と  
は，まずは，「雇用面で安定した選択をする生き方」と捉えられる。しかし，  
そのような雇用面の安定は多くのリスクの下にあるという認識も浮かび上がっ  
てくる。そのとき，改めて，何を持続可能とするかという開いが再び浮上して  
くる。さらに，それを雇用面から食糧の領域に広げると，そこに多次元・多要   
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因での高依存の下にある食糧状況のリスク，そしてさらに雇用の不安定の上に  
それの重なるリスクを考えた場合，持続可能な生き方の捉え方は変容し，広が  
っていく。   
そのような過程で，当初，雇用面で考えた持続可能性の多くは，自分はリス  
クを免れて生き抜けると感じられていたものが，リスクの広がり，そしてその  
背後にいる人々のつながりの両者を見ることによって，「孤立個が持続可能な  
生き方を追求する」のとは別に，自分と同じように孤立してリスクを避けたい  
と思っている人々に共通して広がっている嘩入れた上で持続  
可能な生き方とは何かを考える所へと広げていく可能性がある。「持続可能な  
生き方」規定の漸次拡大のデザインは，この点を自覚化することを目指すもの  
である。   
言い換えれば，自己一人の狭い領域で考える場合のリスクから一人で「すり  
抜ける」という感覚から，より広いサイズで見た不安・危機感，その下で一蓮  
托生で存在している者同士を念頭に置いた個，つまり類個における持続可能な  
生き方の新たな規定への模索を考えていくデザインである。  
F．リスクの方略の自覚化と拡大のデザインー擦り抜け方式からリスクを一定  
引き受けた上で折り合いを付けていく対処方式への認識のデザイン   
「持続可能な生き方」を孤立個の位置で追求する方式から，より広い視野で  
追求する方式への移行と並行して，リスク方略の自覚化とその拡大を考える。   
まず，現在，及び近未来の生活で直感的に感じ取っている様々なリスクへの  
対処に向けて，無自覚に形作っている「リスク方略」を自覚化することから始  
める。通常，無自覚にとっている方略は，リスクをすり抜けていくとでも言え  
る方略である。「危ない」と感じられる事柄を敏感に察知し，よけて通るとい  
うあり方である。まずは，自分がそういう「方略」でリスク管理に当たってい  
ること自体を意識化することから始める。次に，孤立個である自分が，旦旦之  
のすり抜け一本槍でいくという方式から，多くの人に共通する一蓮托生哩旦  
之のうち，一定のリスクは引き受けるという可能性を考えてみる。個人として  
の自己，それよりも広い個人としての自己として一定程度引き受け，そして折  
一人だけリスクから解放されるという考え方を起点とは  り合いをつけながら，   
しつつも，それとは別に，多くの個人がリスクを少しずつ引き受け全体として  
軽減する方式を追求するという可能性も考慮するに思い至るものである。   
例えば，雇用面での，非正規雇用はリスクがあるから，何とか努力して正規   
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雇用になることを目指そう，とするのはすり抜け方式といえる。これに対して，  
自分一人は，何とかすり抜けられるかもしれか、。一方，しかし，食糧面では，  
サブプライムローンで行き場を失った投機資金が原油に流れて原油価格が高騰  
し，工業化した農産物の価格の急騰を招いた事態に示されるように，ライフラ  
インを形作る食程の価格が，住宅市場，原油市場，農産物市場の投機による連  
鎖反応に翻弄されるといった多要因・多次元での高依存の下にあるというリス  
クは，食糧自給の喪失が拡大進行している世界中で，多くの人々に共通して広  
がっている一蓮托生のリスクだといえる。これを一人だけですり抜けようとす  
るのはそれほど易しくない。ここで，なお何とかすり抜ける方略を編み出すと  
いう方式の他に，一人ひとりが食料の一蓮托生性を認識して，少しずつでも食  
糧自給をするという可能性も考えてみる，というのが，リスクを一定引き受け  
旦という認識への一歩としてある。   
G．世界の中の人のつながりの体感をベースに「人間生態系を形作る一員」観  
に向う認識の拡大のデザイン   
これは，上に見てきたような幾つかのデザインを通じて当初の孤立している  
個が世界につながっていることを少しずつ追体験し，体感することをベースに，  
自己を，孤立して存在しているもの，人間関係を限定しているもの，行動基準  
の自己がリスクから抜け出るということが中心になっているもの，アイデンテ  
ィティー観もまた狭いものというあり方から，自己は「人間生態系を形作る鵬  
貞」という見方も可能であることを明示的に認識していくものである。  
H．生き方に関する聞いの広範囲化のデザイン   
自己の生き方を考え始める場合は，直近の就職に関する選択が起点となるこ  
とが多いであろう。そこから，多くの人が直面する就職に関する揺れ固有の問  
い，即ち少し広い範囲の人すべてが直面する問題，へと広がりをもって捉える  
というあり方が考えられる。また，自分の視座が中流階級固有に出来上がって  
いると認識した上で，その視座を広げていった場合に何が見えて来るかという  
ように，靭冬世昼をベースとした聞いから，自分の視座を  
広げて局ネ了く早世界に関する問いへと広範囲化していくというあり方を考え  
るのが，「生き方に関する問いの広範囲化のデザイン」である。この「広範囲  
化」をリスクに当てはめると，上で見た個人のリスク，例えば個々のリスクを  
個人的にすり抜けていくという対処の方法に対する問いでは，多くの人が共通   
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して直面するリスクにどう対処するかの問いへと「広範囲化」していくものと  
なる。  
l．世界認識の方法として，コト，モノのつながりの認識と直結して，人のつ  
ながりを認識していくデザイン   
世界認識を進めるに当たって，通常は，例えば，グローバル化とはどのよう  
なコト，モノの現象・つながりであるかという問いがなされる。このデザイン  
は，その次につながる人を重視する。即ち，それぞれのコトやモノの背後に，  
人が存在しており，まさにその人が影響を受けた形で，コトやモノが進行して  
いるという認識に重点をおく。これによって，世界に存在しているコト，モノ  
ひとごと が，自分にとって「他人事」あるいは「単なる風景」ではなく，個々のコトや  
モノの背後に人がいて，自分と同じように選択に悩み，その基準根拠を探すの  
に悩み，場合によっては失敗したことによって先の展望も難しくなることも経  
験している点を見るというものである。これによって，前述とは別の新たな局  
面で通底性をベースに人のつながりを認識していくことを追求するものであ  
る。   
例えば，韓国の女子留学生によって，リーマンショック後2ケ月，自国に戻  
るべきか，日本で就職すべきかを模索していることの記された次の，学習者テ  
キストを読み，対話的問題提起学習やロールレタリングを経ることで，リーマ  
ンショックとこの人の繋がり，さらには自己も直近で直面している就職，その  
先につながる自国の社会がリーマンショック後受けている輸出関連企業の業層  
悪化採用手控え，就職内定取り消し，という，自己をもその一部とするコト，  
モノ，人の繋がりを認識していくことを目指す。以下本稿の全てのテキストは  
本人の了承を得て示す。日本語は原文のままで修正していない0  
2008年大学院に入学した私は悩むことなく大学院修了後は日本での就職   
であった。しかし，同年9月に起きたアメリカ金融危機により世界各国に   
広がる経済危機はちょうど就職活動が始まる時期と重なった。この経済危   
機により韓国も経済沈滞に陥り留学生である私にとってもっとも敏感な為   
替のウォン安が進む一方であり，日本も例外ではなく，経済沈滞に陥り始  
める一方で円高が続く状況であった。  
韓国のインターネットでは，ちょうど10年前に起きたアジア通貨危横の   
ような状況に近づいていることが日々流れていた。急に起きたこの経済危   
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機により私はどうすればよいかパニック状態であった。続く円高ウォン安  
による留学生活への不安や両国で行うコスト削減による雇用抑制への不安  
は自分の将来をどう設計していけばよいかも考えられないぐらいであっ  
た。自分一人で悩む日々が続き，身体にも悪影響を及ぼした。このままで  
は時間が過ぎてしまうという考えもあったが，どうすればよいのかが頭に  
浮かび上がってこなかった。国に帰って就職すべきか，それとも少しでも  
日本で就職すべきか，私は本当にどのような仕事につきたいのかなどを悩  
み続け，周りの友達に相談してみても皆同じ状況であったため，「分から  
ない」という言葉一番多く聞かれる答えであった。ある日，自分一人で悩  
み続けても答えが見えないと思い，学部時代の先生を訪ねた。このような  
状況で私がどう生きていけばよいのかを相談した。先生方は自分が現在置  
かれた状況で成し遂げる可能性を一つずつ消していくこともーつの方法で  
あろうというアドバイスをいただいた。先生のアドバイスが見える結果で  
はなかったが，悩み続ける私にとっては苦しい日々の中で一息できる糸の  
ように聞こえた。経済危機という起きた出来事に対して嘆き続けても仕事  
をもらえることではないと感じた。それで私は，とりあえず日本での就職  
を始めようとしている。5年間の日本での留学生活を無駄にさせないため  
にも就職に向けて少しずつ勉強を始めようとしている。  
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J．「溜め」の概念導入のデザイン   
「溜め」とは，自己のライフコース上の「転機」に当たって，その危機を救  
ってくれる様々な要因，貯金，転がり込むことを許してくれる人，場合によっ  
ては就職のってを提供してくれる人，一時的に食糧を分け与えてくれる人など，  
または心理的には自分が今の状況に十分耐えていけるための自信や楽天性など  
の心理的な打たれ強さなど，内外にわたる自己の生態環境で，ちょうど胎児が  
母の羊水の中に浸かっているのと同様の，「自己の生存を支えてくれるある意  
味で最後の砦に当たるもの」（湯浅2008）を示す概念である。生存のぎりぎり  
の所に置かれる可能性のある有期雇用，食糧不安定の世界の下では，このよう  
な自己の生態環境としての「溜め」は文字通りぎりぎりの所で生存を支えるも  
のである。このデザインは，「溜め」がどのようなものであるかを，世界のコ  
ト，モノ，人のつながりや，自己の選択のそれぞれのケースで考えていくもの  
である。その中で，自分がそのようなぎりぎりの転機に救ってくれる溜めに関  
して，場合によっては自分もまた他人の溜めを形作ることもあるものとしてと   
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らえ返していくものである。これは同時に，グローバル化の変動の下にある世  
界における「自他の支援システム」という概念の導入のデザインである。   
K．アジア通貨危機，リーマン破綻が自己の雇用とつながっており，同時に世   
界中の同世代の若者および他の年齢層の人々に波及してつながっているこ  
との認識のデザイン   
これはアジア通貨危機や現在進行中のリーマン破綻など，世界中の雇用や食  
糧に直結する事態が，自分の直近の雇用のみならず，世界の同世代人，若者に  
波及しているということを，世界認識の過程，掛こ個人の経験について見る中  
で認識を深めていくものである。例えば，マレーシアに波及したアジア通貨危  
機に遭遇して失職し，辛うじて再就職した後に日本の大学に留学している女子  
留学生によって記された次のライフストーリーは，同世代人の重い体験を示し  
ている。（本人の了承を得て掲載する。）これも対話的問題提起学習及びロール  
レタリングを通じて考え，認識を深めていく。日本語は原文のまま。  
出身地のマレーシアはタイの隣にある。タイ通貨危機の影響はもちろん   
あった。特に1997年の末から2000年までは大きかった。当時一定の職場で   
働くことが出来ず，何回も転職した。リストラされることもあった。それ   
まで頑張ってきた目標を一瞬にして潰され，どう未来に進んでいっていい  
かが分からなくなった。マレーシアでは，タイヤインドネシア，バングラ  
デシュから外国人労働者が殺到している状態であった。  
その時，あるレコード会社で働いていた。タイの通貨危機後しばらく，   
最初は何事もなく普通に生活していたが，だんだん状況が悪くなって企業   
や銀行が続々倒産し，失業者もたくさん出るようになった。そして私もリ   
ストラされた。その後，友達の紹介である小さいレコード会社で働くこと  
になった。貸金が低くて毎日夜中の2時から3時頃まで働いて，ついに体  
を壊した。もちろん仕事も失った。  
それからの2ケ月，仕事が見つからず貯金だけで生活していた。仕事は   
たくさんあった。ただし，賃金が少ないので一人暮らしの生活には足りな  
かった。自分の好きな仕事がしたかった。しかし現実はそれを許さなかっ  
た。自分でどうしたらいいか分からなくなった。周りの友達と相談しても，   
いい結論に至らなかった。周りのみんなの状況もよくなかった。その後，   
仕方なく私は学校の臨時教師になった。教師は公務員であって政府から保   
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証されているからだ。この一連のことで，私は「世の中は甘くない」，「現  
実と理想は違う」ということが分かった。  
8  
Ltリスクを共有する人の群像を紡ぎ，自己と一連托生の存在の群像として自  
己の中に位置づけるデザイン   
これは，グローバル変動下の世界の中で，雇用の不安定化，食糧の多次元・  
多要因の依存化というライフラインの動揺の状況が，自己及び，直近の家族・  
知人，自国，世界の同世代の者の共有するリスクであり，自他が一蓮托生の下  
にあることをたどるデザインである。身近な先輩から自国，世界の若者，同世  
代人の具体相を追体験してたどることを通して，感覚的なリアリティをもって  
認識することを目指すものである。   
これらの人々の以下のような具体相の繋がり，群像を，対話的問題提起学習  
及びロールレタリングの活動を通じて，自己と一蓮托生を形作る存在の群像と  
して自己の中にイメージとして位置づけていく過程をたどる。  
日本での正規社員への道に展望を見出せなかった日本の就職氷河期の世代の  
一人で，中国に渡って中国の合弁企業，日系企業での正規社員採用の道を目指  
している女性がNHK『クローズアップ現代』で取り上げられた。20代後半の  
この人は，中国語の勉強をするために，現地から日本国内向けの電話勧誘の仕  
事の終了時間後，中国語学校に通う毎日を過ごしていた。その際，中古の一台  
の自転車を買うことができなかった。仕事場から中国語の学校までを歩いてい  
たのでは登校時間が遅れ，学習時問が短くなることをなんとかしたかった。そ  
れができなかった。自分の中国語がなかなか一気には伸びないことを知ってい  
てそうであった。   
食事のシーンがあった。1トさいアルミのテーブルの上にどんぶりと箸だけが  
乗っていた。海外で生活する場合，一度病気になってしまえば全てが瓦解する  
という危機感がある。自転車の確保と中国語の勉強の確保，それによって正社  
員への道を広げることと食費，がはかりにかけられた。   
体が資本でそれを失っては元も子もない，体は資本と考え，何をおいても食  
事だけはきちんとする，というのは，実はもっとも賢明な生活の知恵かもしれ  
ない。ただ，わざわざ日本を遠くはなれて海外にくるという可能性に賭けた立  
場としては，その選択をより確実にするための手段はできるだけ多く確保して  
おきたいとも考えただろう。その手段の確保が食べるものと同じ程度重要だと   
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考えていたことは，想像するに難くない。   
同じ選択肢をとったもう一人の男性の場合には，中国の企業との面接にたど  
り着いた。ところが，採否通告の際，「中国企業側としては，（あなたが）中国  
にいても，日本人向け電話の注文取りの日々の蓄積では，あまりメリットにな  
らない」と告げられる。今更ながら身にこたえたに違いない。   
今就いている仕事をきっちりやることが現地での生活を支える，それがあっ  
てこそ次のステップへの追求がある，と考え，それを精一杯がんばっていくこ  
とが展望を開くと考えていたとしても当然だろう。しかし，相手の企業につい  
ての情報，それが何を求めているかに関する情報にアクセスする場が必要だっ  
たのだ。とはいうものの，この結果は，その事実に気づくための方法を，生活  
の入手可能な選択肢の中に組み込むことがいかに難しかったかということも物  
語っている。  
サンディー・ブラッシュはアイビーリーグの学生である。大学は，アメリカの  
エリート大学の一つである。90年代の半ば以降，アメリカでは大銀行を中心に  
住宅，串などのローンの売り込みが加熱している。サンディーのように学生で  
お金が全くない者にも1日に1件は勧誘を受けるような状況である。サンデ  
ィー自身はローンを借りなかった。しかし，親元（母親）にはサンディーのた  
めの1万8千ドルの学資ローンがある。クレジットカードの負債で1万2千ド  
ルの未払いもある。母親は，通勤のために必要な事のローンを組んでおり，利  
率が何と年24％である。ローンの返済はとどこおっている。クレジットカード  
は，車の修理や子供の健康・教育に必要な場合に限ってしか使っていない。た  
だし中流階級だった母親はクロスカントリースキーやクリスマスに出費するこ  
とはある。   
それだけでしかしクレジットカードの請求書は雪だるま式に増えている。ア  
メリカでは滞納がある借り手は「サブプライム」の借り手と分・類される。これ  
は信用度が低い「要注意の顧客」という格付けで，高い手数料と金利が課され  
る。単のローン，クレジットカードいずれも同じである。2007年夏，低所得者  
層向け住宅ローンとして世界中に知られるようになったサブプライムローンで  
ある。サブプライムローンは，90年代の中頃から5年間の間に，一気に10倍に  
なるほど積極的な勧誘と安易な貸し付けで多くの人に広がった。   
母親はいよいよ払いきれなくなって，破産宣告するか悩んでいる。中流階級  
だった彼女は，破産宣告は生活の崩壊と同じでとてもできそうにないと思って   
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いる。過去に経験したことのないこんな状況になって，「貧困の淵に立つこと  
がどれほど異常なことなのか」を骨の髄まで知らされている。「2ドルが重大  
な金額で，25ドルはものすごい金額だ」と感じるようになるとは未だに信じら  
れない思いである（この時点，1ドル≒110円）。「同じものでしょうか，つま  
り人生がこんなふうになる前の普通の人生と」「私思い出せません。それがど  
んなものだったか思い出せないんです。毎晩毎夜，眠りにつこうとする時，首  
を絞めるような不安があります」「どうやって請求書の支払いを延ばそうか。  
もし何か特別なことが起きたら」というような思いが去来する日々が続いてい  
る。   
結局フィナンシャル（金融）カウンセラーの勧めに従って，破産宣告に必要  
な弁護士費用，申請手数料を，食費節約によって7ケ月間貯金して申請したば  
かりである。この間，「2週おきの小切手の半分は家賃に，もう半分は車，そ  
れから電気・ガス・水道代と，仕事の行き帰りの交通費」に使う。「下着の買  
い換えはできない」「クリスマスもしない」「食事はするつもり」のようにして  
乗り切るという日々を送っている（サンディー・ブラツシュとその母について  
は2007シプラー・デーヴイッド『ワーキングプア』岩波書店pp．30－35を要約）。   
ハイチの米作り農フィリペ・ミシェルはハイチの精米所で働いている。   
何十年もの間，和まこの地域の何万人もいる農民の生活手段であり収入源で  
あった。今農民たちは土地を売って外に出て行く。一部は首都ポルトープラン  
スのスラムに行く。一方では仕事があると考えてドミニカ共和国へ行く。もっ  
と危険な場合には命がけでアメリカに不法入国を試みる。フィリペの友人と従  
兄弟はそうやって命を落とした。   
ハイチでも米が自由化の対象となった。政府は輸入食品に対する規制の解除  
を迫られた。その結果，安い輸入米が大量に入ってきた。多くはアメリカから  
であった。アメリカでは農業に対する年間50億ドルの助成金を受けており，安  
く米を輸出することができる。   
一方，ハイチではWTOによって助成金の上限が定められている。ハイチの  
農民がアメリカの輸入米に紆抗することはできない。ハイチの農民は「安い米  
の輸入から保護されない限り，俺たちに将来はない。骨，もうおしまいだ。」  
と考えている（ジュレミー・シープルック『世界の貧困』青土社，pp．97－98  
の要約）。   
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3．結 語  
以上本稿は，持続可能性教育としての日本語教育の学習のデザインの一つと  
して，類個の育成のための学習のデザインについて以下の二つの具体的形成に  
ついて考察した。  
1．自己のrelevancepointのネットワークの拡大  
2．類個の連結性の認識の形成のデザイン   
今後，類個の育成のための学習のデザインのうち，「類個の自覚のためのデ  
ザイン」に関する考察とあわせ，上記教育の学習のデザイン全体の中で捉え返  
すことが課題となる。  
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